
マルクス生誕200年、『資本論』第一刊発行150年
を過ぎたいま、『資本論』の生命力は輝きを増している。
新自由主義の展開の中で、「資本」はその本質を露わ
に現出させている。資本とは何か。金

カネ

儲けを目的とする
金
カネ

の運動、利己的利潤追求の運動である。その資本の金
儲けの自由を保証する思想・政策が新自由主義である。
マルクスは「株式資本」を資本の完成形態ととらえ、『資
本論』は株式の擬制資本としての性格――その寄生性・
投機的、収奪的本質を明らかにした。この理論的分析に
よって株価至上主義、その下でなぜ労働者が生きる権利
を奪われているかを解明しうる。
『資本論』は、人間社会の成立・発展の根拠（実体）
を明らかにしている。この実体の担い手＝主体である労
働者の意識的協力体としての社会主義の原理をも明らか
にしている。
今日の資本が、社会の本来の主体である労働者の生き
る権利を奪っているとき、社会の本来の主体である労働
者を現実の主体とする社会＝社会主義の実現が現実的課
題となっている。
今回は、私の編著『新自由主義の展開と破綻―『資本論』
による分析と実践課題』（社会評論社、2018年12月）
を使って話します。

［ＨＯＷＳ事務局より］
　上記の書籍をＨＯＷＳ事務局で取り扱っています。

3月20日㈬　18時45分～21時15分

マルクス生誕200年――『資本論』の生命力を実証する

◦報　告＝鎌倉孝夫（埼玉大学名誉教授）

◦会　場＝本郷文化フォーラムホール
◦参加費＝１,500円（学生1,000円）

〈講座の会場です〉� 〒113-0033
東京都文京区本郷3-29-10　飯島ビル１階� 小川町企画内

本郷文化フォーラム・ワーカーズスクール（HOWS）
電　話：03-5804-1656　FAX：03-5804-1609

E-mail：hows@dream.ocn.ne.jp

ホール利用案内

●創造活動の自由な空間

本郷文化フォーラム

	 イラスト=粟津潔〈ヒロシマ　アピールズ1984〉

➡この看板が
　目印です！

本郷文化フォーラムは、勤労者・市民の学

習や研修、創造活動などを支援すること

を目的として設置された施設です。会議は

もちろん、研修や講座、サークルの会合、

演劇・音楽の練習・絵画展・写真展など多

面的に利用することができます。どうぞ気

軽にご利用ください。

最寄りの交通機関は以下の通りです。
・都営大江戸線「本郷三丁目」駅⑤番出口　徒歩４分
　⑤番出口を出て右に曲がり、本郷中央教会の角を右折。
　まっすぐ進んで右手に見える「HOWS」の看板が目印です。
・東京メトロ丸の内線「本郷三丁目」駅②番出口　徒歩５分
　②番（本郷通り方面）出口を出て左折。三原堂前の横断歩
　道を渡り、本郷中央教会の角を右折。まっすぐ進んで右手
　に見える「HOWS」の看板が目印です。

●本郷文化フォーラムへのアクセス

〒113－0033
東京都文京区本郷３－29－10	飯島ビル１Ｆ
小川町企画内　本郷文化フォーラム
☎　　03（3818）6671
FAX	　03（3818）3199
e-mail　ogmt@circus.ocn.ne.jp

新
事
務
所
開
設
を
祝
う
集
い
の
ご
案
内

東
京

ド
ー
ム

東
大
赤
門

交
番

本
郷
通
り

白
山
通
り

春
日後

楽
園

上
野
広
小
路

湯
島日

活

御
茶
ノ
水

本
郷
三
丁
目

本
郷
三
丁
目

 

御
徒
町

東
京
医
科
歯
科
大
学

順
天
堂
医
院

順
天
堂
大
学

旧事務所

水
道
橋

本
郷
中
央
教
会

 
本
郷
消
防
署

　御
茶
ノ
水

小川町企画
新事務所

不忍池

神田川

春日通り

外堀通り

文
京
区
役
所

東大前

本郷
中央教会

本富士
警察署

本郷
消防署

旧事務所

Ⓟ

本郷文化
フォーラム

日活

お 菓 子
三 原 堂

交番

都営大江戸線
本郷三丁目駅

み ず ほ
銀 行

整骨院

三菱 UFJ
銀 行

Ⓟ

東京メトロ
丸 の 内 線
本郷三丁目駅

本郷通り

春
日
通
り

飯島ビル１Ｆ

至

　
御
徒
町

�

至

　
春
日

至　御茶ノ水

至　御茶ノ水

◉この看板が目印です。

②番（本郷通り方面）出口

⑤番出口

時代と切り結ぶ思想ＨＯＷＳ講座

［報告者から一言］

� 社会評論社刊　2,200 円＋税


